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［授業・実習担当： 西田 孝洋］
・情報処理入門 （情報処理演習・情報セキュリティ：1年）
・薬剤学Ⅰ （生物薬剤・薬物速度論：2年）
・薬剤学Ⅲ （DDS・臨床薬物動態：3年）
・薬効検定法 （統計処理演習：3年）
・薬物相互作用学特論 （大学院臨床薬学専攻）
・薬剤学実習 （物理薬剤・薬物速度論：4年）



目的：系統的な情報処理教育

　情報処理スキル、特に表計算ソフト（エクセル®）の活用能力
は、薬学専門教育において非常に重要

●これまでの情報処理関連科目：
　情報処理概論、薬効検定法、薬剤学実習

　※ 座学、デモ中心

薬学専門教育における薬物動態解析および統計処理スキル
の向上を目指して、系統的な情報処理教育の試み

●長崎大学では、平成14年度より1年次の情報処理演習科
目が全学部において必修化

　※ 基本的には各学部の担当



情報処理関連科目の概要

情報処理入門 （1年次後期）

薬効検定法 （3年次後期）

薬剤学実習 （4年次前期）

コンピュータ・OS、インターネット(Web, E-mail)、ソフトウェア
(Word, Excel, Power Point)、情報モラル・セキュリティ

検定法の基礎（統計学）、統計処理演習、薬効評価法

医薬品の安定性、局方（崩壊・溶出試験）、薬物速度論

● 1年次より、薬学専門教育を意識した系統的な課題

● 自学自習を意識したコンテンツ作成



授業課題（エクセル）の概要・流れ
●基本的には、学生が最初からワークシートを構築

●複雑な計算処理では、作業の流れ
　 が分かるようなテンプレートを用意

・情報処理入門 （1年次後期）
　血中濃度シミュレーション、解熱効果

・薬効検定法 （3年次後期）
　代表値の計算、相関関係、t検定、
　F検定、カイ二乗検定、分散分析

・薬剤学実習 （4年次前期）
　血中濃度シミュレーション（経口）、
　モーメント解析（経口）、残差法

※ 作業レジメ

説明（理論・作業）→自分のペースで作業→デモ・補足・復習



教科書など：理論、表計算ソフト

http://www.ph.nagasaki-u.ac.jp/lab/dds/index-j.html

・情報処理入門
　Z式マスター Excel2000 （アスキー）

・薬効検定法
　バイオサイエンスの統計学 （南江堂）

・薬剤学実習
　新しい図解薬剤学 （南山堂）

●公式ホームページ （長崎大学 薬学部 薬剤学研究室）

各種演習問題、講義資料（プリント、プレゼン、ファイル）

●WebCT（e-ラーニング）

●教科書 ※ 基本的には自作の資料



WebCT（e-ラーニング）

●各種演習問題

●講義資料
（プリント、プレゼン、ファイル） ※ 国家試験対策



情報処理入門：統計の初歩
●血糖値データの統計学的処理

●解熱鎮痛薬の効果（解熱効果）

※ 代表値の計算

※ 薬効評価の基礎 （グラフ化、検定）
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薬効検定法： t検定・F検定

エクセルの関数（TTEST, FTEST）を使うより、有意差検定の流れを理解

●血糖上昇値の比較 ※ 指針に従って、段階的に統計処理



情報処理入門：薬物速度論の初歩
※ 数式に親しむ

血中濃度を
数学的に処
理可能

●点滴静注時の血中濃度シミュレーション

点滴速度
の違い　→

血中濃度
への反映

やや複雑な
計算処理



薬物速度論：血中濃度シミュレーション

パラメータを変化させて、血中濃度をシミュレーション　→　TDMの基礎

●経口投与時のkaとkの血中濃度パターンへの影響



薬物速度論：モーメント解析

条件処理（IFなど）をうまく使えば、複雑な計算処理が可能

●経口投与時のAUC, MRTの算出 ※ マクロは用いていない



薬物速度論：残差法（経口投与）

※ やや複雑な計算過程の理解（最初から全部）

●血中濃度データから残差法を用いて、ka, kを算出



薬物速度論：残差法（経口投与）
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教官側の評価

◎本来修得すべき統計処理や動態解析の理解が深まる
◎学生のモチベーションの向上
◎TA、ボランティアが少人数で済む
◎課題・コンテンツの共有化

これまでの旧カリ学生

▲PC操作のスキルが貧弱
シャットダウン、マウス、キーボード

▲基本的なファイル操作ができない
ファイルのコピー、ファイル名の変更

▲インターネット活用（Web, メール）に難

→　統計処理や動態解析まで
に多大な労力

新カリ学生 →　計算処理スキルに問題がない



学生側の評価：質問アンケート

◎情報リテラシー教育として非常に満足
▲情報処理入門の意義があまり認識されていない
▲授業の課題があまり興味深くない

◎1年次の表計算ソフト演習の重要性を再認識した
▲1年次から3年次までの情報処理演習のブランクが長い

薬効検定法の授業評価（3年次）

情報処理入門（1年次）

薬剤学実習の授業評価（4年次）

→　1年次には系統的な課題の重要性があまり理解できない

※ 2005年4月に開講



今後の課題・問題点など

・授業評価・学生の到達度評価
・高校新カリ学生への対応
・応用情報処理科目（2年次）
・担当教官の負担軽減

●情報処理系新科目

　　・応用情報処理（2年次）
　　・医療統計学（5年次）

コアカリのIT部分：
　情報の授受に効果的なコンピューターの利用法を理解し、
必要なデータや情報を有効活用できるようになるために、イ
ンターネットを利用した情報の収集、開示、データベースの使
用法、応用などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。

薬剤疫学、EBM、薬剤経済、臨床試験

データベース（医薬品情報、医学・薬学文献）


